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吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の今後について 

 

　１　国における「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 

 

　２　埼玉県における「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

「まち・ひと・しごと創生法」【平成26年法律第136号】 

　少子高齢化や人口減少、東京圏への過度な人口集中といった課題に対応し、それぞれの地域で

住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくため、地方創生の施

策を総合的かつ計画的に推進することを目的とする。

デジタル田園都市国家構想総合戦略【R4.12月策定、R5.12月改訂、計画期間：5年間（R5～R9）】 

 ＜地方の社会課題解決＞ 　　　　　　　　　＜国によるデジタル実装の基礎条件整備＞ 
１　地方に仕事をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　デジタル基盤の整備 
２　人の流れをつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　デジタル人材の育成・確保 
３　結婚・出産・子育ての希望をかなえる　　　　　　　　３　誰一人取り残されないための取り組み 
４　魅力的な地域をつくる 
 
※第１期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（H26.12月策定、H27.12月～R1.12月改訂） 
※第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（R1.12月策定、R2.12月改訂）

地方創生２．０【R7.6.13閣議決定】 

 ＜政策の５本柱＞ 
１　安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生 
２　稼ぐ力を高め、付加価値創出型の新しい地方経済の創生 ～地方イノベーション創生構想～ 
３　人や企業の地方分散 ～産官学の地方移転、都市と地方の交流等による創生～ 
４　新時代のインフラ整備とAI・デジタルなどの新技術の徹底活用 
５　広域リージョン連携 
 
➡ 国は今後、「地方創生２．０」に向けた取り組みに早急に取りかかるとともに、令和７年度中に 
「地方創生２．０」を踏まえた総合戦略を策定する予定。 
　また、「地方創生２．０」推進のため、地方公共団体においても、国の「総合戦略」等を勘案し、

地方版総合戦略の検証・見直しを図るよう求めている。

第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略【R7.3月策定、計画期間：5年間（R7～R11）】 

 ＜基本目標＞ １　県内における安定した雇用を創出する 
  ２　県内への新しい人の流れをつくる 
  ３　県民の結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる 

  ４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る 
  ５　デジタルの力を活用してまち・ひと・しごと創生を加速化・深化させる 

＜策定のポイント＞ 
国のデジタル田園都市国家構想総合戦略等を勘案し、新たに「埼玉県地域ビジョン」及び基本目標５

を追加している。 
 

※「埼玉県まち・ひと・しごと創生総合戦略」（H28.3月策定、計画期間：5年間（H27～H31） 
※「埼玉県デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略」（R2.3月策定、R4.3月改 

訂、R5年10月改訂、計画期間：5年間（R2～R6））
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　３　「第２期吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 

 

 

 
 

　4　第２期総合戦略の計画期間と次期総合戦略の策定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２期総合戦略は、市の最上位計画である第６次総合振興計画前期基本計画に合わせて、

計画期間を令和４年度から令和８年度までの５年間とし、それぞれ進捗管理を図っています。 

　しかし、これらの計画については、内容が重複している部分があるため、その進捗管理等で

は共通する作業も多いなど、別々に取り組むことによる業務量の増大が課題となっており、他

自治体においても同様の課題が指摘されているところです。 

過日開催された庁内会議では、こうした課題を踏まえ、次期総合戦略の策定にあたっては、

効果的・効率的な行政運営の観点から、総合振興計画と総合戦略の整合性を確保しつつ、こ

れら２つの計画を一体的に策定する方針を決定しました。 

　今後については、国が公表している「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き」に

示された考え方や、国及び県の総合戦略の内容に留意しつつ、進捗管理等に係る業務負担を

縮減する方向で、全体的な構成や指標のスリム化を検討していきます。 

  

第６次吉川市総合振興計画　将来都市像「幸せつながる　みんなのまち　よしかわ」

第２期 吉川市まち・ひと・しごと創生総合戦略【第 1期：H28.3 月策定、第 2 期：R4.3 月策定】 

　今後の人口増加を確実なものとしていくことを軸としながら、人口のピークの先延ばし

とその後の減少の緩和を図るとともに、人口減少や高齢化に対応することにより、将来にわ

たって魅力と活力のある吉川市とするための戦略として策定。

 Ｒ４年度～Ｒ８年度 Ｒ９年度～Ｒ13 年度

 

第６次総合振興計画

 

  

 
総合戦略

 

 
【参考】地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和５年１２月版）抜粋 

　地方版総合戦略は、以下２点の理由から、基本的には単独の地方版総合戦略として策定することが

適切です。（中略） 

ただし、総合計画や DX の推進に関する計画（○○市 DX 推進計画など）等を見直す際に、見

直し後のこれらの計画等が、デジタルの力を活用した地方創生という目的が明確であり、目標や

重要業績評価指標（KPI）が設定されるなど、地方版総合戦略としての内容も備えているような

場合には、これらの計画等と地方版総合戦略を一つのものとして策定することは可能です。

国・県の総合戦略も勘案し、吉川市の実情に応じた計画を定める

前期基本計画 後期基本計画

基本構想

第２期 (総合振興計画と統合)


